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産婦人科医として日常診療に携わるなかで，血液，尿，腹水，羊水など，多様な
体液を取り扱う．そのすべてに細胞が放出する小さな脂質二重膜小胞であるエク
ソソーム・細胞外小胞（EV）が含まれており，何らかの生体メッセージを担って
いると考えを巡らせると，日々新たなリサーチクエスチョンが生まれる．EV研究
はこの10年で急速に発展し，細胞間コミュニケーション機構としての重要性が
次々と明らかになってきた．一方で，再現性や標準化などの課題も存在し，国際
細胞外小胞学会を中心に研究品質向上への取り組みが進んでいる．本講演では，
EV研究の魅力と，分野横断的研究が切り拓く今後の可能性を紹介する．
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